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利用者の多いコンビニは、車だけでなく歩行者、自転車などさまざまな交通パートナーが出入りしてい 

ます。駐車場内はスピードが出ていないこともあって気が緩みがちですが、実は周囲への安全確認が特に 

必要な場所です。今回はコンビニ駐車場に潜む危険と安全確保のポイントをご紹介します。   

    

         

 

 

 

 コンビニ駐車場の走行時や駐車時は、スピードが出て 

いないこともあって油断が生じやすく周囲に対する警戒 

心が薄れがちです。歩行者や自転車も同様で、なかでも 

子どもや高齢者は、そうなりやすい傾向があります。 

 

 

 駐車車両は死角を作ります。ワンボックスカーのよう 

に車高の高い車はもちろんですが、乗用車の場合でも、 

子どもや車椅子の人は隠されてしまうことがあります。 

 また、配送用のトラックが駐車している場合には、よ 

り一層死角が大きくなり、歩行者や自転車の発見が遅れ 

ることがあります。 

 

 

コンビニ駐車場は、歩行者と車の通行区分がはっきり 

しないため、どこから歩行者が現れるかわかりません。 

自転車も同様で、駐輪場所に駐輪しないことも多く、知 

り合いの歩行者のところへ寄っていったりと、車、歩行 

者、自転車それぞれの動きが複雑に交錯します。 

また、車止め付近を通行している歩行者もいますから、 

駐車時に両側の車ばかり気にしていると危険です。 

 
 
 信号のある交差点の角にコンビニがある場合、左折車 

が赤信号で停止することを嫌って、コンビニの駐車場を 

通り抜けようと急に進入してくることがあり、駐車場か 

ら出ようとするときなどに衝突する危険があります（右 

図参照）。自転車やバイクも同様の行為をすることがあ 

りますが、こうした車は駐車するわけではありませんか 

ら、あまり減速しないケースもみられ、発見が遅れると 

事故につながるおそれがあります。  
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 駐車場内では、決して油断せず、駐車車両の死角に注 
意して、いつでも停止できるよう徐行して進行しましょ 
う。特に子ども連れの家族が歩いている場合は、親と子 
どもが手をつないでいるかどうかを確認しましょう。万 
一、手をつないでいない場合は、急に走り出したりする 
ことがありますから、子どもの動きに十分注意する必要 
があります。 
 また、子どもを乗せた自転車や高齢者の乗った自転車 
など動きが不安定な自転車が駐車場内を通行していると 
きは、一時停止して様子をみましょう。 

 
 
 
 バックして駐車するときは、まず、バックギアに入っ 
ているかどうか、後方に歩行者がいないかどうかを必ず 
確認し、歩くくらいの速度で慎重にバックしましょう。 
駐車車両に少しでも接触する危険を感じたときは、無理 
をせずやり直しましょう。やり直す際は、すぐに前進せ 
ず、駐車場に入ってくる車や歩行者がいないか確認し、 
落ち着いてゆっくり行いましょう。 
 隣の車両との間隔が狭かったり、斜めに駐車すると、 
乗降時にドアが接触するおそれがありますから、駐車位 
置にも注意しましょう。 
 車止めのない駐車場で、車止めがあると思ってバック 
すると後方の障害物に衝突する危険があります。バック 
するときは車止めの有無も確認しましょう。 
 
 
                           

 駐車するためではなく、通り抜けるために駐車場を利 
用する車もいます。こうした車は先を急いでいることも 
多く、あまり減速しなかったり、安全確認を十分にしな 
いこともあります。特に自転車の場合は、かなりのスピ 
ードで通り抜けていくことがよくあります。交差点角の 
コンビニでは、通り抜けの車や自転車があることを頭に 
入れておきましょう。 
 なお、駐車場を通り抜けに利用するのは、きわめてマ 
ナーの悪い危険な行為ですからやめましょう。 
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